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和
田
章
日
本
建
築
学
会
会
長
、
米

雅
子
慶
志
大
特
缶
教
護
)
や
打
ち
合
わ
せ
を
綿
密
に
行
う
一
か
」
と
批
判
。
平
愈
な
改
善
を
一
議
審
や
行
激
の
取
り
組
み
に
つ
一

は
日
目
、
〆
「
東
日
本
大
震
災

年
震
の
公
共
事
業
費
の
執
一
確
保
を
提
示
。
国
に
対
し
、
使
一
一

し
た
こ

践
が
潤
路
の
啓
開
作
曲
一
加
に
出
動
一

1
1

探
一
松
社
艇
は
、
情
報
・
鴻
龍
一
こ
と
が
有
数
だ
わ
し
た
。
宮
城
胤
土
木
郁
の
畠
持
和
事

い
ま
の
業
者
数
で
地
域
を
守
れ
る
の
か 

が
潤
断
し
た
状
、
例
の
麟
災
当
由
一
併
せ
て
、
被
災
地
へ
の
難
点
一
難
管
理
耕
一
長
は
、
観
興
に
向
ザ

か
倍
、
仙
九
一
口
耀
臨
機
協
合
の
金
一
配
分
を
加
盟
由
に
、
政
府
が 
2
0
一
た
最
大
の
課
購
と
し
て
慰
掘
の

「
発
注
者
は
真
剣
に
考
え
る
べ
き
」

に
つ
い
て
、
「
机
上
一
行
在 
5
%盤
保
し
て
い
る
こ
と
一
途
の
自
由
度
が
高
く
複
数
年
度
一

で
は
な
く
、
実
際
の
防
災
訓
練
一
に
対
レ
、
{
た
だ
で
さ
え
仕
事
一
使
用
で
き
る
一
括
交
付
金
の
創
一

を
行
政
と
事
前
に
実
施
し
て
い
一
が
な
く
疲
弊
レ
て
い
る
の
に
、
一
設
な
ど
を
求
め
た
。
一

難
問
識
の
新
た
な
地
域
盟
業
化
を
忌
揺
し
た
経
堂
者
の
集
た
た
め
」
と
説
明
。
協
会
が
普
一
全
国
各
地
の
建
設
業
協
会
の
金
一
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
東
一

ま
り
で
あ
る
建
鞍
ト
ッ
ア
ラ
ン
ナ
ー
罷
楽
器
(
代
表
幹
事
・
設
か
ら
、
行
政
と
の
防
災
説
練
一
員
は
事
業
が
継
続
で
き
る
の
一
吉
本
大
震
災
の
一
被
災
地
の
建
観
一

環
場
か
ら
の
査
一
言 
5
」
と
題
ど
と
も
に
、
各
会
員
の
点
検
エ
一
求
め
た
。
一
い
て
構
探
留
か
凸
括
し
を
閉
山

し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、
=
一
田
の
建
築
会
館
ホ 

ん
で
開
い
た
り
ア
の
刊
限
定
や
報
告
体
制
疫
確
一
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
乙
の
沼
一
握
、
競
購
ゆ
対
偶
お
共
有
す
る
一

日
写
一
一
一
戸
。
こ
の
中
で
、
深
松
組
(
仙
台
市
膏
葉
区
)
の
深
松
立
し
て
お
く
こ
と
が
重
盟
だ
と
一
か
、
国
土
門
λ
璃
鶴
田
東
地
地
方
輪
一
こ
と
が
ね
ら
い
。
泊
日
は
、
地
一

努
社
長
は
~
自
ら
が
劃
金
提
を
務
め
る
仙
台
建
設
撲
協
合
が
、
指
撤
し
た
。
一
備
賜
の
川
嶋
一
組
樹 
畑
一
鰐
部
盟
問
一
城
の
瑞
紋
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
一

復
旧
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
大
吉
な
役
艇
を
果
た
じ
て
い
る
ま
た
、
錦
災
路
構
物
の
純
国
一
が
、
概
鰍
閥
態
鰐
約
は
よ
り
、
一
に
よ
る
支
壊
串
併
の
紹
介
や
、
一

こ
と
に
触
れ
た
上
旬
夜
に
5
年
後
に
櫨
撲
が
起
こ
っ
て
は
離
し
、
行
政
の
欄
…
諮
問
深
川
一
畑
一
指
摘
盤
刑
者
が
欄
…
沢
一
獄
後
か
一
!
「
大
鰐
災
の
復
活
計
画
と
地
域
一

J

い
た
ら
、
命
回
の
よ
う
な
対
出
は
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
議
路
・
公
欝
・
繍
捕
の
各
概
比
一
ら
懐
旧
作
灘
に
思
力
し
た
事
例
一
環
搬
諜
の
役
罷
」
を
テ 

マに一一

i i
i
l

な
い
」
と
、
理
般
縄
開
が
蝶
隣
し
、
聯
機
器
が
械
り
腕
げ
で
設
た
が
り
、
璃
携
の
作
鱗
が
円
一
ゃ
、
盛
土
構
溜
の
溜
路
が
樟
波
一
し
た
パ
ネ
ル
ヂ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
一

い
る
現
状
告
知
慨
し
た 

、
一
そ
し
て
、
つ
」
の
間
購
は
日
ホ
金
一
鴻
は
灘
ま
な
か
っ
た
エ
ピ
ソ
!
一
を
食
い
止
め
、
地
域
住
民
の
瀧
一
ン
も
行
っ
た
。
定
員 
4
0
0人
?

体
の
能
。
い
殺
の
灘
蹴
離
帯
数
で
地
域
格
}
守
れ
る
の
か
、
一
艶
ド
を
紹
介
し
、
、
行
政
・
難
界
側
一
難
場
所
に
な
っ
た
事
例
な
ど
を
一
の
会
場
は
立
ち
晃
も
で
る
沼
ど

E

i

性
者
は
蒋
剣
に
時
え
て
対
粛
を
灘
め
て
ほ
し
い
〕
と
訴
え
た 

と
も
窓
口
を
一
本
佑
し
て
お
く
一
紹
介
し
た
。
だ
っ
た
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